
⾶び込みによるスタート時に、深く
⼊⽔し、⽔底に頭部を打ちつける重⼤
事故が起きています。

⾼等学校の⼊学年次の次年以降及び⽔泳部の活動で⾶び
込みによるスタートを⾏う際は、⾶び込みによるスタート
が安全に⾏えるプールであること、安全に指導できる教師
⼜は外部指導者が⽴ち会い、直接指導すること、⽣徒の体
⼒や技能の程度を踏まえた段階的な指導を⾏うことといっ
た、適切な安全対策を確実に講じることが必要です。

① ⾶び込みによるスタート時の重⼤事故

⽔泳の⾶び込み事故の防⽌について

② 適切な安全対策

⾶び込み事故の防⽌には、正しいスタート技術の習得と
その教育が重要です。公益財団法⼈⽇本⽔泳連盟が策定し
た「スタートの段階指導」および「プール⽔深とスタート
の⾼さに関するガイドライン」も参考にして、安全な指導
をお願いします。

③ 正しいスタート技術の習得

お問い合わせ︓
スポーツ庁健康スポーツ課
03-5253-4111（内線︓2684）

事故の状況学校種
⽔泳部の活動で、⾶び込み台から⾶び込み練習を⾏い、⽔底で前頭部

を打った。顧問がプールサイドから引き上げた際、⽣徒が、しびれがあ
り下半⾝の感覚がない、声を出すのも厳しい等の訴えがあった。

中学校

⽔泳部の活動で、⾶び込みの練習をしていたところ、⾶び込んで着⽔
するまでの意識はあったが、その後、気づいたら⽔の中だった。プール
の中で意識は戻ったが、体を動かすことができないことに気づいた。

中学校

⽔泳部の活動で、スタート台からの⾶び込み練習の際、プールの底で
頭部を強打し、意識はあるが感覚を失った状態で浮いてきた。中学校

※「スタートの段階指導」および「プール⽔深とスタート
の⾼さに関するガイドライン」（https://swim.or.jp 
/assets/files/pdf/pages/about/index/g_02_2.pdf）

動画「スタートの段階指導」

【重⼤事故の例】


